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新年あけましておめでとうございます

自主自立
基本理念
シルバー人材センター

共働共助

令和ら年11月1日現在会員数（人）

男性 女性 計

塩山事務所 112 82 194

山梨事務所 140 9e ee2

合
口 計 252 1フ442S一

発行令和6年1月1日



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
年
を
穏
や
か
に
明
る
く
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
関
係
の
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご

尽
力
、
ご
努
力
の
も
と
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
長

年
培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
基
本
理
念

で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
基
に
、

高
齢
者
福
祉
の
増
進
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
昨
年
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
の
位
置
付
け
が
第
２

類
か
ら
第
５
類
に
移
行
さ
れ
、
社
会
活
動
も
徐
々
に

活
気
が
出
始
め
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
、
観
光
園
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
が
賑
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
止
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
市
主
催
の
各
種

行
事
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
徐
々
に
コ
ロ

ナ
禍
前
の
状
況
に
戻
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

諭
年
の

、
“琴
し

あ
L、

野
毎
の

公
益
社
団
法
人

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

昨
年
度
の
事
業
実
績
は
一
昨
年
を
若
干
上
回
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
更
に

上
向
き
傾
向
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
事
業
内
容
も
請

負
か
ら
派
遣
事
業
に
シ
フ
ト
さ
れ
て
き
て
会
員
の
皆

様
が
継
続
し
て
働
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
近
年
会
員
数
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
市
民

の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
会
員
の
拡
大
が
肝
要
で
す
。
ご
友

人
等
へ
の
声
掛
け
等
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
で
様
々
な
社

会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
受
け
Ⅲ
と
し
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
り

ま
す
。
結
び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
鈴
木
幹
夫

本年もよろしくお願いいたします

事
務
局
長
兼

塩
山
事
務
所
長

山
梨
事
務
所
長

主
査

副
主
査

副
主
査

主
事

開
拓
推
進
員

開
拓
推
進
員

理
事
長
（
甲
州
市
長
）
鈴
木
幹
夫

副
理
事
長
（
山
梨
市
長
）
高
木
晴
雄

常
務
理
事
（
甲
州
市
）
小
林
茂
夫

理
事
（
甲
州
市
）
小
澤
邦
次

理
事
（
甲
州
市
）
雨
宮
功

理
事
（
甲
州
市
）
岡
進

理
事
（
甲
州
市
）
金
井
孝
子

理
事
（
甲
州
市
）
芦
澤
太
美
男

理
事
（
山
梨
市
）
高
保
博
仁

理
事
（
山
梨
市
）
上
野
千
秋

理
事
（
山
梨
市
）
北
直
行

理
事
（
山
梨
市
）
奥
山
秀
子

理
事
（
山
梨
市
）
坂
本
耕
造

理
事
（
甲
州
市
）
大
村
山
治

理
事
（
山
梨
市
）
戸
泉
俊
美

監
事
（
山
梨
市
）
川
井
洋
二

監
事
（
甲
州
市
）
桐
原
や
よ
ひ

丸
山
一
朗

根
津
由
美
子

羽
中
田
典
子

古
屋
勇
太

山
下
加
津
也

荒
井
す
わ
子

野
沢
真
奈
美

小
林
茂
夫

センターだより 2



表
彰
状
贈
呈

令
和
五
年
五
月
三
十
一
日
、
甲

州
市
民
文
化
会
館
に
於
い
て
四
年

ぶ
り
に
来
賓
の
皆
様
を
お
招
き
し

て
、
令
和
五
年
度
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
、
令
和
四
年
度
収
支
決
算

等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
会
員
と
し
て
十
五

年
以
上
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
・

振
興
に
寄
与
し
業
績
が
顕
著
で

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

表
彰
状

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〔
会
員
・
十
五
年
以
上
一

・
桐
原
や
よ
ひ
・
藤
木
豊

・
宮
原
暁
・
水
上
い
そ
美

・
古
屋
洋
一
・
渡
辺
清
子

・
水
上
三
男
・
佐
藤
唯
男

・
桐
村
勉
・
金
子
正
美

・
佐
野
和
美
・
北
直
行

・
日
原
美
知
子 令

和
五
年
度
定
時
総
会
開
催

砥11
令和5年度定時総会

|
、
４1令和4年度事業実績（職種・発注者別の内訳） 単位：千円

発注者別

49,

労働者派遣事業
網戸張替等 公共施設等管理

公
民
共
間

公
民
共
間

事業67|301

事業84,256

事業23,822

事業 9，379

合計 184758小 計 151，557 小 計 33,201

「
４過去5年間の事業実績（職種別） 単位：千円

1244808
124‘969

軽作業

管理

技術・技能

サービス

その他

労働者派遣事業
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｢シルバーの日」奉仕活動実施 RS.10.6
／ ‐－、

【全国シルバーの日】

に合わせ第30回目の

会員による奉仕作業

が、管内で一斉に実

施されました。
、 ノ

、
睦
戸
展
包昼

I

『|暦
~ｰ須磨 q三富地区△弓零

▲牧丘地区

山梨地区’

▼甲州地区

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

機械除草安全講習会を開催しました
近年除草作業の依頼が増加しており、それに伴い機械除草による飛び石事故が多く発生
しております。今回は従来のチップソーやナイロンカッターとは別に、飛び石が発生しに
くい両回転刃を用いた講習会を実施しました。販売元の三陽金属から講師を招き、それぞ
れの刃がどのような場所で安全かつ効果的に作業ができるのか座学で学び、その後、実際
に機械を使って作業を行い、それぞれの違いを実感することが出来ました。
これからも、会員一同、安全就業を目指してまいります。

(塩山ふれあいの森総合公園）

だより 4センタ



特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律
(フリーランス・事業者間取引適正化等法）について

特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律、以下「フリーランス法」が令和5年5

月12日に公布されました。

これはフリーランスが受託した業務に、安定的に従事することができる環境を整備すること

を目的としており、シルバー会員の請負業務もフリーランス法の対象となります。

フリーランス法の施行時期は、法律の公布の日から1年6か月以内の政令で定める日からと

されていますので、本センターでも厚生労働省、全シ協県連合会から提供される資料等を墓

に対応を検討し、今後ホームページや会報等でお知らせしていきます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

｢塩山式手IざかLI｣ $@何をどれくらい食べたらよいか，，自分の手にきいてみよう！
「バランスのとれた食事が大切」 ・ ・ ・わかっていても、具体的に“何をどれくら

い食べたらよいか，'わかりにくいものです｡｢塩山式手ばかり」とは､自分の手を使っ

て、食事バランスと自分の体格に合った食事の目安量について示したものです。

1．バランスの良い食事とは？
軍1回の食事に黄・緑・赤の食材が揃っていることです！

ー、 一 ~、、 〆

園 緑野菜・きのこ・海藻など

●

赤魚・肉・卵・大豆など

参⑲〆
③go書

ご飯、パン、麺、いもなど

にからだ（骨・筋肉など）を作るからだの調子を整える ノ働く力や体力になる
ノ、ノk

2． 1食の目安量は？
毒自分の手を使って黄・緑・赤の食材の目安量を確認しましょう’

－4－や
‐＝
一己 】
－

』

詞

詞

〆 〆 、〆 、

・茄でたり煮たり妙めたりした

野菜は片手に軽く山盛り

邸縣嬢ゴ
・生野菜は

両手に1杯

◎1食に野菜料理が2品以上が

目安です。

＜篁看緑

<肉の場合〉

･薄切り肉は片手に2～4枚
･厚切り肉は手のひらの大きさ

く魚の場合〉
･切り身は片手にのる大きさ

ご飯・麺は両手にのる舅

携篁片手に匿行のる量

◎自分にピッタリ

茶碗の探し方

1.親指と中指で円をつくります。
2.つくった円を茶碗のプチにあ
てます。
3.円と同じ大きさの茶碗が自分
の体格に合ったサイズです。
その茶碗に9分目に盛ったご
飯が1食の目安です。

サバなどの脂肪が多い魚は手

のひらの大き

[壼卿欝鮭=三三三｣( 緑へﾌ@j
「塩山式手ばかり」を使ってバランスよく食べよう！

ノ ノ」
１

甲州市役所健康増進課

5令和6年1月1日



春
に
と
れ
る
え
ぐ
み
の
無
い
天
然
の
ヨ
モ

ギ
に
こ
だ
わ
り
、
無
添
加
・
無
着
色
で
優
し

い
味
の
草
も
ち
を
販
売
さ
れ
て
い
る
丸
山
菓

子
店
さ
ん
。
一
年
分
の
ョ
モ
ギ
を
収
穫
し
葉

を
も
ぎ
取
る
作
業
を
し
ま
す
。
例
年
は
地
元

の
方
や
知
人
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
方
達
が
高
齢
と
な
っ
た
の
で
昔
シ

ル
バ
ー
を
利
用
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
て
依
頼
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

「
朝
早
い
時
間
か
ら
皆
さ
ん
張
り
切
っ
て
作

業
し
て
く
れ
ま
し
た
。
二
年
前
か
ら
お
願
い

し
て
い
る
の
で
慣
れ
て
い
る
会
員
さ
ん
が
新

し
く
入
っ
た
方
を
指
導
し
て
、
誰
が
加
わ
っ

て
も
皆
で
楽
し
く
作
業
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
さ
ん
が
取
っ
て
く
れ
た
ョ
モ

ギ
の
お
陰
で
美
味
し
い
草
も
ち
が
作
れ
ま

す
。
」
と
感
謝
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ヨ
モ
ギ
の
草
も
ち
は
口
コ
ミ
で
評
判
と
な

り
、
丸
山
菓
子
店
と
し
て
二
代
目
の
息
子
さ

ん
ご
夫
婦
へ
受
け
継
が
れ
、
今
年
か
ら
は
お

孫
さ
ん
も
加
わ
っ
た
と
の
事
で
す
。
そ
し
て

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
優
し
い
草
も

ち
の
味
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

／ 、

「
シ
ル
バ
ー
さ
ん
の
力
が

優
し
い
味
の
一
助
に
」

お
客
様
か
ら
の
お
声

丸
山
菓
子
店
様

ノ、

暑
い
日
も
寒
い
日
も

倉
庫
で
の
仕
事
、
感

謝
し
て
も
し
き
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

身
体
に
気
を
付
け
、

体
の
続
く
限
り
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
電
気
工
事
の
会
社
を
営
ん
で
い

ま
す
が
、
工
事
の
材
料
が
数
社
の
問
屋
さ
ん

か
ら
毎
日
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
種
類
は

小
さ
な
ビ
ス
か
ら
大
き
な
器
ま
で
多
種
多
様

に
あ
り
、
そ
れ
ら
を
入
れ
る
倉
庫
の
整
理
や

包
装
さ
れ
て
く
る
段
ボ
ー
ル
の
片
付
け
等
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
同
業
の
電
気
工
事
屋
さ
ん
が
緊

急
の
工
事
で
「
問
屋
の
調
達
が
間
に
合
わ
な

い
の
で
材
料
を
少
し
分
け
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
弊
社
が

そ
の
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
た
め
、
そ

の
工
事
屋
さ
ん
が
材
料
を
取
り
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
倉
庫
へ
と
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

工
事
屋
さ
ん
か
ら
最
初
に
漏
れ
た
言
葉
が
「
ま

る
で
問
屋
さ
ん
み
た
い
じ
ゃ
ん
、
き
れ
い
に

し
て
る
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
シ
ル
バ
ー
さ
ん
が
毎
日

来
た
材
料
を
定
め
ら
れ
た
場
所
に
き
ち
ん
と

整
理
し
て
置
い
て
く
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。

「
ひ
た
む
き
さ
と
前
向
き
」
に
感
謝
し
て

コ
ス
モ
電
気
工
業
株
式
会
社
様

測
判

q

今
ま
で
ず
っ
と
忙
し
く
働
い
て
来
て
仕
事

を
辞
め
て
、
こ
れ
か
ら
は
好
き
な
事
や
趣
味

に
時
間
を
費
や
せ
る
と
喜
び
な
が
ら
も
、
収

入
も
必
要
だ
し
出
来
れ
ば
社
会
に
出
て
無
理

な
く
働
い
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
既
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
い
る
友
達
か
ら
話
を
聞
い
た
の
が

入
会
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
早
々
申
し
込
ん

だ
そ
の
日
に
市
内
の
文
化
施
設
の
清
掃
や
草

取
り
等
、
週
二
日
の
仕
事
の
話
を
頂
き
ま
し

た
。
外
仕
事
は
希
望
し
て
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
兎

に
角
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
お
受
け
し
ま
し

た
。
夏
は
大
変
で
し
た
が
太
陽
の
下
で
体
を
動

か
し
て
と
て
も
健
康
的
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
来
訪
者
か
ら
「
ご
苦
労
様
で
す
」

と
か
「
庭
が
き
れ
い
で
気
持
ち
が
良
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
等
々
の

色
々
な
お
声
を
掛
け
て
頂
く
の
も
と
て
も
嬉

し
い
事
で
す
。

会
社
勤
め
と
か
と
違
い
、
心
労
や
ス
ト
レ

ス
が
無
く
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
付
け
て
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

／ 、
「
健
康
的
な
生
活
の
た
め
に
」

一
室

目
－－

甲
州
市

紹

介

反
田
三
恵
様

、 ノ

ｈ
／
た
い
し
、
い

■

つ
も
道
路
か
ら

あ
い
さ
つ
し
て

＃

零

く
れ
る
小
・
中

学
生
の
た
め
に

十
分
注
意
し
て
‐
恕

巡
回
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。
」 山

梨
市
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
植
木
剪
定
・

刈
払
機
安
全
講
習
会
の
チ
ラ
シ
を
目
に
し

て
、
興
味
が
あ
り
受
講
し
た
い
と
思
っ
た
の

で
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
植
木
剪
定
の
初
心
者
で
す
が
講

師
の
方
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

久
美
子
さ
ん
「
入
会
し
て
二
か
月
で
す

が
、
勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
葡
萄
の
収
稚
作

業
に
従
事
し
ま
し
た
。
先
薙
会
員
の
方
か
ら

作
業
方
法
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く

お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

様
に
仕
事
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
年
齢

を
重
ね
て
も
元
気
で
い
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
」

和
彦
さ
ん
「
私
は
地
域
の
安
全
・
安
心
の

た
め
行
っ
て
い
る
、
山
梨
市
内
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
（
通
称
「
青
パ
ト
」
）
に
乗
車
し
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
県
外
出
身
者
な
の
で

地
域
を
見
守
り
な
が
ら
地
理
に
も
明
る
く
な

「
楽
し
く
地
域
社
会
に
貢
献
」

山
梨
市
都
築
和
彦
・
久
美
子
様

センターだより 6



会
員
の
広
場

■
Ｉ

■
’-－－1h澱

鐸
I

9

噺
LH

。

（
順
不
同
）

甲州市平山小百合会員

クラフト細工「籠」

山梨市加々美とき子会員

ちぎり絵「オダマキ」

甲州市小澤克雄会員

竹細工「くま手」 一
俳
句
一

1非

句

一

秋
日
和
う
つ
ら
う
つ
ら
と
舟
を
漕
ぎ

別
れ
蚊
を
払
う
一
人
立
つ
台
所

朝
陽
を
受
け
て
キ
ラ
キ
ラ
光
る
露

甲
州
市
山
中
妙
子

登
り
坂
ク
ズ
の
香
り
に
背
を
押
さ
れ

岩
ず
さ
の
咲
く
渓
谷
の
水
青
き

山
梨
市
上
野
千
秋

爆
弾
が
花
火
に
変
わ
る
は
い
つ
の
日
か

に
わ
か
雨
カ
ッ
パ
カ
ラ
フ
ル
Ｇ
ゴ
ル
フ

山
梨
市
上
野
千
秋

jl l

柳

L ノ

一
短
歌
一

短

歌

見
上
げ
れ
ば
実
る
ぶ
ど
う
の
隙
間
よ
り

光
差
す
棚
秋
の
気
配
が

豆
ま
き
を
じ
い
じ
の
後
で
福
は
内

か
わ
い
い
声
が
響
く
室
内

孫
と
す
る
手
に
持
つ
花
火
次
々
と

声
高
ら
か
に
夜
の
庭
飾
る

甲
州
市
美
泉

奉
仕
活
動
手
袋
手
カ
ン
ナ
頭
に
帽
子

マ
ス
ク
を
付
け
て
さ
あ
行
う

甲
州
市
山
中
妙
子

お
早
よ
う
と
友
の
挨
拶
仕
事
だ
よ

除
草
機
か
つ
ぎ
広
瀬
ダ
ム
へ
と

秋
日
和
り
友
に
呼
ば
れ
て
仕
事
場
へ

昼
食
囲
み
楽
し
く
過
ご
す

山
梨
市
一
風

一

:毒
窪

〆

篭錘 Z 一〆

山梨市水上三男会員

写真「三島スカイウォーク

より富士を望む」

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●

センターからお知らせ
インボイス制度の対応について

令和5年10月から消費税等適格請求書保存方式（インボイス制度）が始まりました。
インボイス制度以前は当センター会員（以下「会員｣）にお支払いした配分金に含まれる消費税相当額を仕
入控除し、消費税の申告をしておりましたが、インボイス制度により会員が免税事業者で適格請求書発行事
業者の登録がない場合は控除することが出来なくなり、当センターで納める消費税額が増加するという課題
が生じます。

そのため、近年の物価高騰対策と並行して、令和5年4月1日から事務費を9パーセントから12パーセン
トとすることで、インボイス制度の課題にも対応していくことといたしましたので、会員の皆様への配分金
の支払いはこれまで通りの対応となります。

なお、インボイス制度開始後6年間は仕入税額控除の経過措置がありますが、経過措置終了以降の対応に
つきましては、再度対策を検討する必要があると考えております。
また、会員が消費税の課税事業者となりインボイス登録番号を取得した場合は、当センターまでご連絡を
お願いします。

7令和6年1月1日



論謬獅鐘電繕謹㈱③診鵬純一ヘ9
お役に立ちきす。地域で！

お気軽にご相識く

鄭こんな仕事をお受けします

1
了
４<軽作業分野〉

屋内・屋外の清掃／除草（草刈り・草取り）
公園等の清掃／農作業／菫地の除草及び清掃など 含舅蟇集中g

シルバー人材センターでは、

健康で仕事をする意欲のある、
概ね60歳以上の会員を募集し
ています。

入会希望の方は各事務所にお
問い合わせください。

ホームページから入会書類が
ダウンロードできます。また、

入会動画もご覧ください。

、
１
１
１
４

<技術・技能分野〉

植木の手入れ剪定・消毒作業
襖・障子・網戸の張替え／軽易な大工仕事など

[<施設管理分野> l
公共施設の夜間・休日等の管理／倉庫等の管理
公園・緑地等の管理

I<ｻｰビｽ分野〉 ■
家事全般の手伝い／粗大ごみかたづけ・運搬
病院付添いなど

<施設管理

<サービス分野〉
HP:https://webc.sjc.ne/y-enzan/index

1<事務分野〉 」
可

<事務分 〉

筆耕（宛名書き・賞状・命名害き）
三
一
口
，
‐
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
’
●
匡
一

<折衝外交分野〉

チラシ等の配布、配達など

(注）高年齢者のため、菫労高年齢者のため、重労働や高所作業などの危険な作業はできません。

請負または委任になじまない仕事(雇用)は、派遣事業・職業紹介事業で扱うことができます。

ゲー'■■一一一一一口■Ⅱ‐ー一一一一■‐1■■‐■■一一ーー■■ー＝‐■■ー一一'ー＝ー■■■■■■■■'■■■■■■■■ー■■、

お問い合せはこちらまで
Ⅱ
１
一
一
▲
▼
▲
▼
一
■
▲
マ
ー
マ
ム
マ
ユ
で
一
一
▲
▼
一
画
▲
マ
マ
凸
▼
一
■
▲
▼
一
一
▲
▼
△
一
▲
マ
ー
マ
ユ
マ
ム
ー
凸
甲
▲
Ｂ
８
０
Ｈ
ｈ
■
▲
▼
一
▲

編集後記

☆発注者様をはじめ住民の皆様のひとか

たならぬご愛顧を賜り、無事第32号の発

行を迎える事が出来ました事に厚く感謝
申し上げます。

☆令和6年が皆様にとりまして素晴らし

い年になりますように、お祈り申し上げ
ます。

編集委員 北 直行 吉岡ミサイ

岡 進 野沢真奈美

公益社団法人

東山梨地区広域シルバー人材センター
塩山事務所TELO553(32)4110
FAXO553(32)4109

山梨事務所TELO553(22)4150
FAXO553(22)4006
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